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しかまの里職員心得・三十条 

其の一   ｢見られている」といつも意識しよう 

其の二   ｢ボケッ」としていれば、ボケッとした顔になる 

其の三   いつも感じ、考えよう 

其の四   何事にも興味を特とう 

其の五   ｢暗い顔」の時間を少なくしよう 

其の六   ｢暗い生活」をすれば、暗い顔になる 

其の七   何事にも積極的に行動しよう 

其のハ   リズムのある生活を送ろう 

其の九   自分の顔をいつも鏡で見ること（笑顔の練習） 

其の十   人のいいところは、しっかりぬすもう 

其の十一  不満を持てば、「暗い顔」になる 

其の十二  家庭で明るくしよう 

其の十三  ｢サッパリした性格」を目指そう 

其の十四  いつも「先の事」を考えよう 

其の十五  つらい時･淋しい時･悲しい時･イヤな時･疲れた時にニッコリ笑える人になろう 

其の十六  さわやかさを相手に感じさせる人になろう 

其の十七  いつも燃えて、目をキラキラ輝かせること 

其の十八  じっとしている時にも目・神経・頭を働かせよう 

其の十九  話し言葉は、はっきり・生き生きと話そう 

其の二十  あいさつは大きな声でしよう 

其の二十一 話しは大きな声ではっきりしよう 

其の二十二 自分の考えをしっかり・はっきり持とう 

１．会議のある職場づくりに努める 

２．教育のある職場づくりに努める 

３．働きがいのある職場づくりに努める



其の二十三 自分の発言・行動には責任を持とう 

其の二十四 いろいろな全ての分野の知識を広げよう 

其の二十五 いい顔になれば、いい人になれる 

其の二十六 いい人になりたいなら、いい顔をつくろう 

其の二十七 ｢マネ｣をしないで、自分の個性を生かそう 

其の二十八 つらい事・苦しい事は自分の成長のためにある、逃げずに乗り越えよう 

其の二十九 世界に一人しかいない、素晴らしい自分に自信を持とう 

其の三十  ｢太陽｣のように、全ての人々に同じように愛と優しさを与えよう 

 （※「人」として、この「しかまの里」と共に成長していきましょう）  


